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地域の産学連携における大学の役割

ーシリコンシーベルト福岡を例としてー
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世界最大の市場 
世界最大の半導体の生産力 
世界最大の技術者の供給力 

設計力，企画力の充実 

欧米と並ぶ新しい経済圏
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シリコンシーベルト福岡の拠点構築

R&Dのピークの形成 

• システムLSI設計、SiP技術 
• 組み込みソフトウェア、応用技術 

• 知的クラスタ創成事業（I, II 期） 
• 大型プロジェクト 

• COEプログラム 
• CREST 
• 地域コンソーシアム 

• 九州大学システムLSI 研究センター 
• 地域を巻き込んだ実証実験
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社会人再教育


九州大学システムLSI研究センター


システムLSI設計人材養成実践プログラム


 QUBE　　H17年から　　1000名を養成


福岡システムLSIカレッジ


「基本課程」「若年者人材育成プロジェクト」


H13年から　５０００名以上を養成


ベテラン技術者
 先端レベル
中堅技術者
 応用レベル

初級技

術者


新入社員
基礎レベル

未就業者
入門レベル


（１）継続的で幅広い人材育成


福岡システムLSIカレッジ：20大学からの講師陣、独自カリキュラムと教材。

　　　　　　　　　　　　　　　　社会人教育と大学／大学院教育の連携。

QUBE：九州大学が企画運営。最先端の専門家の講義を集結。


• 両方で、２０大学２０社から約８０名の講師陣を確保。実質的なインターカ
レッジ。

• 設計者（初級、中級、上級、HW/SW）、技術マネージャ、技術営業、知財専
門家など多様な人材を養成
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九州大学システムLSI研究センターの役割


実際の�
集積回路


東北大学・広島大学の対象範囲�
先端製造技術の研究


社会からの要求


集積回路�
の設計


ソフトウェア


システムLSIの設計


ソフトウェア＋集積回路


家電製品�
ゲーム�
情報機器�
自動車�
飛行機�
鉄道�
電子マネー�
電子投票�
医療機器�
自動販売機�
ロボット �
通信システム �
ライフライン


集積回路の�
製造


九州大学システムLSI�
研究センターの対象範囲
 東京大学大規模集積�

システム設計教育センター�
(VDEC)の対象範囲


社会の種々の応用分野からの�
要求に対し，システムLSIを �
設計する先端技術の研究． �
これからの中心的研究課題．


集積回路の仕様から集積回路を �
既存の技術で設計し，安価に試作す

る仕組み．全国の大学の設計教育
の充実と高度化を支援．


九州工業大学の対象範囲�
設計から製造までの総合的知識�
を持った技術者の教育


（２）世界的な研究拠点の形成
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九州大学・総力セミナー

Part 1
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システムLSI関連プロジェクト


科学技術振興調整費 
「システムLSI設計人材

養成実践プログラム」


QUBE

九州大学、H17-21�

SIPOS 

経済産業省 
「未来型ビジネスモデル実験」 

九州大学 
「全学共通ICカード導入プロジェクト」


九州大学システムLSI 
研究センターの増強 
教員3名 H17-22 

九州大学�
「ペタスケール・システム�
インターコネクト技術の開発」


地域コンソーシアム
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システムＬＳＩ総合開発センター　（九州大学連携型起業家育成施設）


福岡市西区百道浜３丁目 
イノベーション・プラザ福岡西隣


シリコンシーベルトの推進の中核施設 
知的クラスタ創成事業のHQ 
システムLSIカレッジ 
九州大学システムLSI研究センターと

QUBE 
設計・試験・検証ラボ 
インキュベーション施設 
・規模　 鉄骨コンクリート造７階建て 
•  敷地面積　   　　約３，２００㎡ 
•  延床面積　  　　 約７，７００㎡ 
•  事  業  費　   　　３０億円 

・所  在  地　　福岡市早良区百道浜３丁目 
・開設時期　　平成１６年１１月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 

（３）産業集積の核となる存在
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5年間で75社が集積
 今後5年間で190社を集積


システムLSI開発関連企業の集積目標
 ●110社（H19年度当初）から300社（H23年度末）へ拡大
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300


中小・ベンチャー企業


大企業


（単位：企業数）
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産業集積の成果と目標 
～システムLSI開発関連企業300社の集積～ 

総合電機メーカー

半導体設計事業者

半導体製造企業


製造装置メーカー

EDAツールベンダー

テスト関連企業

電子装置関連企業

組込みソフトメーカー


コンサルタント

投資会社など
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従来の

研究開発
プロジェ
クト


（４）新しい世界観に基づく研究開発戦略の構築
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研究　ー＞　学内実験　ー＞　学外実験　ー＞　学内採用　ー＞　世界展開 

e-World プロジェクト  

新機能の実証実験  

平成18年度　経済産業省 　　　　　
情報家電活用基盤整備事業   　  
(デジタルコミュニティ実証実験)  

平成19年度～　文部科学省　　　
知的クラスタ創成事業第II期　 

セキュリティレベルが 　　
異なるサービスを 1枚の

カードで処理  

地下鉄やJRでの実験 

福岡経済情報基盤協議会による普
及活動  大学等８校、官庁等７、
企業等35社 

グラミン銀行（バングラデシュ）、
カンボジア、久留米市など 

MIID(PID)  
認証システム  

平成２１年度 
学生証・職員証と
して正式採用 
電子錠／図書館／電
子マネーなどで利用
可能 

(システムLSI研究センター)  
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最先端情報の 
発信・流入


　　　　　　　　　　　　シリコンシーベルト福岡構想の推進


吆
呀
吐
吖ー

叏
形
成
度
合
厦


時間


2002～2006 2007 

基盤確立期
 領域拡大・発展期
 自立・発展期


知クラ事業
 知的クラスター創成事業（第Ⅱ期）


研究開発 
50ﾃｰﾏ／年の 
産学官研究 
プロジェクトの 
実施を達成


設計人材 
の育成 

300人／年の 
育成を達成


集積 
企業集積 

110社 
を達成


ｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝ施設、設計・検証施設、ﾍﾞﾝﾁｬｰﾌｧﾝﾄﾞ、ｼﾘｺﾝｼｰﾍﾞﾙﾄｻﾐｯﾄなど


世界レベルの

先端ｼｽﾃﾑLSI

開発拠点化

の確立


集積 
企業集積200社 
（うちﾍﾞﾝﾁｬｰ企業 
創出20社）


研究開発 
・100ﾃｰﾏ／年の 
　研究プロジェクト 
・海外機関との共同 
　研究20件　等


人材育成 
1,000人／年の 
システムLSI開発 
関連人材の育成


重点分野への 
応用研究


海外機関との 
連携強化や 
共同研究等


組込み 
人材の育成等


真のクラスターとして発展 
していくために必要な 
地域の力が備わってきた


先端ｼｽﾃﾑLSI開発

関連機関の集積


自動車関連産業、ﾛﾎﾞｯﾄ関連産業、ﾊﾞｲｵ関連産業、 
半導体装置関連産業、ﾅﾉﾃｸ・材料関連産業等


融合


人材の流入


資金の流入


企業の 
新規参入


2009 2008 2010 2011 

高度
技術
者養
成機
関


中核研究機関


ビジネスセンター
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今後の展開：中核研究機関と教育機関



